
2k-t/ク。

蓋
数理解析研究所講究録 566

グラフ理論とその応用

禁帯出期間

h”g 2?,一 w一一・ 8. Z9

数理図書室

京都大学数理解析研究所

1985年 7月

露



RZMS Ko le ya,tc lea 566

Graph Theory and its Applications

rt’: ;ptai) k. c}s¿‘=
85088561
lq $

s·f tpt 59 M 5ff fiM

Juiy, l985

Research rnstitute for Mathematieal Sciences

Kyoto University, Kyoto, Japan



グラフ理論とその応用

研究集会報告一はしがき

京都大学数理解析研究所 一松 信
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この冊子は、1985年 3月 18日 (月)から 20日 (水)に開催された標記の研究集

会の報告である。 グラフ理論については、これまでにも何回か研究集会があったが、今

回のはそれらとは別に、1986年 5月に予定している国際会議の準備をも兼ねて、年度

末に特別計画として実施されたものである。 準備期間が短かったのにもかかわらず、多

数の講演が行われた。 内容は、必ずしもグラフ理論に限らず、組合せ論ともいうへきも

のも多いが、適宜拡張解釈してよいと思う。

ほとんどの講演を収録したが、富蘭平太 (Peter Frankl)氏の流暢な日本

語による講演 ”All trユ angles are Ramsey”が抜けている

のが残念である。 これはすへての三角形がラムゼー・グラフであるか、という十年来の

懸案を、肯定的に解決した庄目すへき研究である。 グラフ理論には、このように ”や

ればできる tt 未解決の問題が、少なからず存在するのかもしれない。

国際会議の成功を期待して、はしがきとする。
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